『一百四十五箇条問答』と円頓戒について by 市川, 定敬
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
市
川
定
敬
は
じ
め
に
『
和
語
灯
録
』
に
収
録
さ
れ
る
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
は
、
そ
の
質
問
内
容
が
教
義
に
関
す
る
も
の
よ
り
も
日
常
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
行
為
に
関
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
点
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
質
問
者
に
つ
い
て
は
、『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
が
「
此
の
箇
條
の
問
は
堂
上
方
の
女
房
よ
り
問
ひ
ま
い
ら
す
る
と
見
へ
た
り
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
家
の
女
性
た
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る１
）
。
と
こ
ろ
が
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
じ
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
が
「
此
百
四
十
五
箇
條
の
内
尋
の
詞
難
心
得
品
數
條
あ
り２
）
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
意
図
あ
る
い
は
背
景
が
不
明
な
も
の
が
多
数
あ
る３
）
。
例
え
ば
第
五
三
問
答
で
は
、
「
還
俗
の
者
に
目
を
見
合
わ
せ
ず
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
ま
こ
と
に
そ
う
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
こ
の
問
答
に
対
す
る
言
及
は
な
ん
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
梵
網
経
』
の
第
四
十
三
軽
戒
を
見
る
な
ら
ば
、
戒
を
毀
犯
し
た
者
に
対
し
て
「
一
切
衆
生
、
眼
に
見
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
ら
ん
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
第
五
三
問
答
は
、
『
梵
網
経
』
の
第
四
十
三
軽
戒
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
四
十
八
巻
伝
』
第
二
十
四
巻
は
一
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
元
久
二
年
正
月
二
十
一
日
、
尋
常
な
る
尼
女
房
達
、
数
多
上
人
の
御
坊
へ
参
り
て
、「
戒
を
も
受
け
奉
り
、
念
仏
往
生
の
様
を
も
承
ら
む
」
と
申
し
け
れ
ば
、
上
人
ま
ず
戒
を
授
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
浄
土
の
法
門
を
述
べ
給
う
に
…４
）
と
、
法
然
が
一
定
の
身
分
の
女
性
た
ち
に
対
し
て
戒
を
授
け
、
か
つ
浄
土
の
教
え
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
機
会
に
公
家
の
女
性
た
ち
が
戒
の
解
釈
に
つ
い
て
法
然
に
問
う
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
を
見
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
問
答
の
背
景
に
円
頓
戒
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
一
定
数
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
本
稿
で
は
以
下
に
円
頓
戒
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
目
と
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
関
係
す
る
問
答
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
。
第
一
重
戒
「
殺
戒
」（
戒
の
名
称
は
智
の
『
菩
薩
戒
経
義
疏
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
佛
言
。
佛
子
。
若
自
殺
教
人
殺
方
便
讃
歎
殺
見
作
隨
喜
。
乃
至
呪
殺
。
殺
因
殺
縁
殺
法
殺
業
。
乃
至
一
切
有
命
者
不
得
故
殺
。
是
菩
薩
應
起
常
住
慈
悲
心
孝
順
心
。
方
便
救
護
一
切
衆
生
。
而
自
恣
心
快
意
殺
生
者
。
是
菩
薩
波
羅
夷
罪５
）
第
一
重
戒
は
殺
生
を
戒
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
円
頓
戒
を
挙
げ
ず
と
も
、
八
斎
戒
・
十
戒
な
ど
に
戒
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
円
頓
戒
に
お
け
る
「
故
ことさらに
殺
す
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
い
う
点
を
問
題
と
し
「
こ
こ
ろ
ざ
さ
ぬ
魚
」
を
問
う
も
の
が
次
の
第
九
四
問
答
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
、
我
が
こ
こ
ろ
ざ
さ
ぬ
魚
は
殺
生
に
て
は
そ
う
ら
わ
ぬ
か
。
答
う
、
そ
れ
は
殺
生
な
ら
ず６
）
。
二
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
第
八
重
戒
「
慳
惜
加
毀
戒
」
若
佛
子
。
自
慳
教
人
慳
。
慳
因
慳
縁
慳
法
慳
業
。
而
菩
薩
見
一
切
貧
窮
人
來
乞
者
。
隨
前
人
所
須
一
切
給
與
。
而
菩
薩
以
心
瞋
心
。
乃
至
不
施
一
錢
一
針
一
草
。
有
求
法
者
。
不
爲
説
一
句
一
一
微
塵
許
法
。
而
反
更
罵
辱
者
。
是
菩
薩
波
羅
夷
罪７
）
第
八
重
戒
は
、
物
品
を
乞
う
者
、
法
を
求
め
る
も
の
に
対
し
て
物
惜
し
み
を
し
て
与
え
ず
に
罵
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
第
一
四
一
問
答
で
あ
る
。
一
つ
、
こ
れ
は
御
文
に
て
尋
ね
申
す
。
家
の
内
の
者
の
親
し
き
疎
き
を
嫌
わ
ず
往
生
の
た
め
と
思
い
て
食
物
着
物
給
ば
ん
は
、
仏
に
供
養
せ
ん
と
同
じ
事
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
親
し
き
疎
き
を
簡
ば
ず
往
生
の
た
め
と
思
召
し
て
物
給
び
お
わ
し
ま
さ
ん
、
め
で
た
き
功
徳
に
て
そ
う
ろ
う
。
御
使
い
に
よ
く
よ
く
申
し
そ
う
ら
い
ぬ８
）
。
第
一
軽
戒
「
不
敬
師
友
戒
」
佛
言
。
若
佛
子
。
欲
受
國
王
位
時
。
受
轉
輪
王
位
時
。
百
官
受
位
時
。
應
先
受
菩
薩
戒
。
一
切
鬼
神
救
護
王
身
百
官
之
身
。
諸
佛
喜
。
既
得
戒
已
。
生
孝
順
心
恭
敬
心
。
見
上
座
和
上
阿
梨
大
同
學
同
見
同
行
者
。
應
起
承
迎
禮
問
訊
。
而
菩
薩
反
生
心
慢
心
癡
心
。
不
起
承
迎
禮
。
一
一
不
如
法
供
養
。
以
自
賣
身
國
城
男
女
七
寶
百
物
而
供
給
之
。
若
三
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
不
爾
者
。
犯
垢
罪
９
）
第
一
軽
戒
は
、
上
座
の
僧
や
師
、
同
学
に
敬
意
を
持
っ
て
供
養
す
る
こ
と
を
説
き
、
お
ご
り
高
ぶ
る
心
を
戒
め
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
阿
梨
」
は
弟
子
を
教
え
る
師
を
意
味
し
、
第
六
問
答
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
、
一
文
の
師
を
も
疎
か
に
申
し
そ
う
ら
え
ば
習
い
た
る
も
の
の
冥
加
な
し
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
、
ま
こ
と
に
て
そ
う
ろ
う
か
。答
う
、
師
の
事
は
疎
か
な
ら
ず
そ
う
ろ
う
。
恩
の
中
に
深
き
事
こ
れ
に
過
ぎ
そ
う
ら
わ
ず10
）
。
ま
た
、
法
然
の
応
答
に
あ
る
「
末
の
世
に
は
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
他
の
典
拠
が
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が11
）
、
次
の
第
一
四
二
問
答
の
問
い
の
背
景
も
同
様
の
範
疇
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
、
破
戒
の
僧
、
愚
痴
の
僧
、
供
養
せ
ん
も
功
徳
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
破
戒
の
僧
、
愚
痴
の
僧
を
末
の
世
に
は
仏
の
ご
と
く
貴
む
べ
き
に
て
そ
う
ろ
う
な
り12
）
。
第
二
軽
戒
「
飲
酒
戒
」
若
佛
子
。
故
酒
而
生
酒
過
失
無
量
。
若
自
身
手
過
酒
器
與
人
酒
者
。
五
百
世
無
手
。
何
況
自
。
不
得
教
一
切
人
。
及
一
切
衆
生
酒
。
況
自
酒
。
若
故
自
教
人
者
。
犯
垢
罪
13
）
第
二
軽
戒
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
飲
酒
を
戒
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
在
家
信
者
の
五
戒
、
八
斎
戒
、
沙
弥
・
沙
弥
尼
の
十
戒
に
共
通
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
円
頓
戒
に
も
そ
の
条
目
が
あ
る
の
で
指
摘
し
て
お
く
。
第
五
七
問
答
が
関
連
す
る
。
一
つ
、
酒
飲
む
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
四
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
答
う
、
ま
こ
と
に
は
飲
む
べ
く
も
な
け
れ
ど
も
、
こ
の
世
の
習14
）
。
第
三
軽
戒
「
食
肉
戒
」
若
佛
子
。
故
食
肉
一
切
肉
不
得
食
。
大
慈
悲
性
種
子
。
一
切
衆
生
見
而
捨
去
。
是
故
一
切
菩
薩
不
得
食
一
切
衆
生
肉
。
食
肉
得
無
量
罪
。
若
故
食
者
。
犯
垢
罪
15
）
第
三
軽
戒
は
、
肉
食
を
戒
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
こ
の
円
頓
戒
の
他
の
背
景
を
十
分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
肉
食
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
第
五
八
問
答
を
指
摘
し
て
お
く
。
一
つ
、
魚
鳥
宍
は
、
変
り
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
た
だ
同
じ
事16
）
。
第
四
軽
戒
「
食
五
辛
戒
」
若
佛
子
。
不
得
食
五
辛
。
大
蒜
革
葱
慈
葱
蘭
葱
興
。
是
五
種
一
切
食
中
不
得
食
。
若
故
食
者
。
犯
垢
罪
17
）
第
四
軽
戒
は
、
ネ
ギ
・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
・
ニ
ラ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
ハ
ジ
カ
ミ
の
五
辛
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
第
一
四
問
答
は
、
先
の
食
肉
戒
と
こ
の
戒
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
、
韮
、
葱
、
蒜
、
宍
を
喰
い
て
香
失
せ
そ
う
ら
わ
ず
と
も
、
常
に
念
仏
は
申
し
そ
う
ろ
う
べ
き
や
ら
ん
。
答
う
、
念
仏
は
何
に
も
障
ら
ぬ
事
に
て
そ
う
ろ
う18
）
。
五
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
第
七
軽
戒
「
懈
怠
不
聴
法
戒
」
若
佛
子
。
一
切
處
有
講
毘
尼
經
律
。
大
宅
中
講
法
處
。
是
新
學
菩
薩
應
持
經
律
至
法
師
所
受
諮
問
。
若
山
林
樹
下
僧
地
房
中
。
一
切
説
法
處
悉
至
受
。
若
不
至
彼
受
者
。
犯
垢
罪
19
）
第
七
軽
戒
は
積
極
的
に
説
法
の
場
所
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
が
、
第
四
八
問
答
と
第
九
一
問
答
が
こ
れ
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
、
聴
聞
、
物
詣
は
必
ず
し
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、
せ
ず
と
も
。
な
か
な
か
悪
く
そ
う
ろ
う
。
静
か
に
た
だ
御
念
仏
そ
う
ら
え20
）
。
一
つ
、
聴
聞
は
功
徳
得
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
功
徳
得
そ
う
ろ
う21
）
。
第
十
二
軽
戒
「
販
売
戒
」
若
佛
子
。
故
販
賣
良
人
奴
婢
六
畜
。
市
易
棺
材
板
木
盛
死
之
具
。
尚
不
自
作
況
教
人
作
。
若
故
作
者
。
犯
垢
罪
22
）
第
十
二
軽
戒
は
、
人
身
・
家
畜
・
棺
や
そ
の
材
料
の
販
売
を
戒
め
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
制
度
と
し
て
の
奴
婢
の
売
買
は
認
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
大
乗
菩
薩
の
行
動
規
範
と
し
て
の
円
頓
戒
は
そ
の
売
買
を
禁
止
す
る
。
次
の
第
一
〇
九
問
答
は
、
世
俗
の
制
度
と
戒
の
優
先
順
位
を
問
う
も
の
と
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
六
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
一
つ
、
人
を
売
り
そ
う
ろ
う
も
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
そ
れ
も
罪
に
て
そ
う
ろ
う23
）
。
第
十
七
軽
戒
「
恃
勢
乞
求
戒
」
若
佛
子
。
自
爲
食
錢
物
利
養
名
譽
故
。
親
近
國
王
王
子
大
臣
百
官
。
恃
作
形
勢
。
乞
索
打
拍
牽
挽
。
横
取
錢
物
一
切
求
利
。
名
爲
求
多
求
。
教
他
人
求
。
都
無
慈
心
無
孝
順
心
者
。
犯
垢
罪
24
）
第
十
七
軽
戒
は
、
自
分
の
利
益
た
め
に
権
力
者
に
近
づ
き
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
財
物
を
得
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
次
の
第
四
二
問
答
は
、「
誑
惑
」、
す
な
わ
ち
道
理
に
適
わ
ぬ
方
法
で
人
を
惑
わ
す
者
に
物
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
り
、
戒
の
条
項
に
対
し
て
主
客
が
反
対
で
は
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
不
当
に
求
め
る
者
が
罪
を
犯
す
こ
と
を
抑
止
す
る
と
い
う
法
然
の
意
図
が
推
測
さ
れ
る
。
一
つ
、
誑
惑
に
物
呉
る
る
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
罪
に
て
そ
う
ろ
う25
）
。
第
三
十
一
軽
戒
「
不
行
求
贖
戒
」
佛
言
。
佛
子
。
佛
滅
度
後
於
世
中
。
若
見
外
道
一
切
人
劫
賊
賣
佛
菩
薩
父
母
形
像
販
賣
經
律
。
販
賣
比
丘
比
丘
尼
亦
賣
發
心
菩
薩
道
人
。
或
爲
官
使
。
與
一
切
人
作
奴
婢
者
。
而
菩
薩
見
是
事
已
。
應
生
慈
心
方
便
救
護
處
處
教
化
。
七
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
取
物
贖
佛
菩
薩
形
像
。
及
比
丘
比
丘
尼
發
心
菩
薩
一
切
經
律
。
若
不
贖
者
。
犯
垢
罪
26
）
第
三
十
一
軽
戒
は
、
仏
滅
後
の
悪
世
に
お
い
て
、
外
道
や
悪
人
が
、
仏
像
や
修
行
者
を
売
り
払
お
う
と
し
た
の
を
見
た
な
ら
ば
、
贖
い
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
も
の
で
あ
る
。『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
も
言
及
す
る
よ
う
に27
）
、
第
一
〇
八
問
答
は
こ
の
戒
に
関
係
す
る
問
答
で
あ
る
。
一
つ
、
経
仏
な
ん
ど
売
り
そ
う
ろ
う
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
罪
深
く
そ
う
ろ
う28
）
。
第
三
十
三
軽
戒
「
邪
業
覚
観
戒
」
若
佛
子
。
以
心
故
一
切
男
女
等
。
軍
陣
兵
將
劫
賊
等
。
亦
不
得
吹
貝
鼓
角
琴
瑟
箏
笛
歌
叫
伎
之
聲
。
不
得
樗
蒲
圍
碁
波
羅
賽
碁
六
博
拍
毬
擲
石
投
壺
八
道
行
城
爪
鏡
草
楊
枝
鉢
盂
髑
髏
。
而
作
卜
筮
。
不
得
作
賊
使
命
。
一
一
不
得
作
。
若
故
作
者
。
犯
垢
罪
29
）
第
三
十
三
軽
戒
は
、
修
行
を
妨
げ
る
よ
う
な
〞
争
い
ご
と
〝〞
音
楽
〝〞
賭
博
〝〞
う
ら
な
い
〝
を
戒
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
六
問
答
で
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
「
歌
叫
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
八
斎
戒
お
よ
び
十
戒
に
は
「
不
歌
舞
観
聴
戒
」
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
問
題
と
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戒
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
と
い
え
よ
う30
）
。
一
つ
、
歌
詠
む
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
強
ち
に
得
そ
う
ら
わ
じ
。
た
だ
し
罪
も
得
、
功
徳
に
も
な
る31
）
。
八
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
第
三
十
六
軽
戒
「
不
発
誓
戒
」
若
佛
子
。
發
十
大
願
已
。
持
佛
禁
戒
。
作
是
願
言
。
寧
以
此
身
投
熾
然
猛
火
大
坑
刀
山
。
終
不
毀
犯
三
世
諸
佛
經
律
與
一
切
女
人
作
不
淨
行
復
作
是
願
。
寧
以
熱
鐵
羅
網
千
重
周
匝
纒
身
。
終
不
以
破
戒
之
身
受
於
信
心
檀
越
一
切
衣
服
復
作
是
願
。
寧
以
此
口
呑
熱
鐵
丸
及
大
流
猛
火
經
百
千
劫
。
終
不
以
破
戒
之
口
食
信
心
檀
越
百
味
食
復
作
是
願
。
寧
以
此
身
臥
大
猛
火
羅
網
熱
鐵
地
上
。
終
不
以
破
戒
之
身
受
信
心
檀
越
百
種
床
座
復
作
是
願
。
寧
以
此
身
受
三
百
鉾
刺
經
一
劫
二
劫
。
終
不
以
破
戒
之
身
受
信
心
檀
越
百
味
醫
藥
復
作
是
願
。
寧
以
此
身
投
熱
鐵
經
百
千
劫
。
終
不
以
破
戒
之
身
受
信
心
檀
越
千
種
房
屋
宅
園
林
田
地
復
作
是
願
。
寧
以
鐵
鎚
打
此
身
從
頭
至
足
令
如
微
塵
。
終
不
以
破
戒
之
身
受
信
心
檀
越
恭
敬
禮
復
作
是
願
。
寧
以
百
千
熱
鐵
刀
鉾
挑
其
兩
目
。
終
不
以
破
戒
之
心
視
他
好
色
復
作
是
願
。
寧
以
百
千
鐵
錐
遍
刺
耳
根
經
一
劫
二
劫
。
終
不
以
破
戒
之
心
好
音
聲
復
作
是
願
。
寧
以
百
千
刃
刀
割
去
其
鼻
。
終
不
以
破
戒
之
心
貪
嗅
諸
香
復
作
是
願
。
寧
以
百
千
刃
刀
割
其
舌
。
終
不
以
破
戒
之
心
食
人
百
味
淨
食
復
作
是
願
。
寧
以
利
斧
斬
其
身
。
終
不
以
破
戒
之
心
貪
著
好
復
作
是
願
。
願
一
切
衆
生
悉
得
成
佛
。
而
菩
薩
若
不
發
是
願
者
。
犯
垢
罪
32
）
第
三
十
六
軽
戒
は
十
三
の
誓
願
を
発
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
誓
願
の
内
容
は
、
不
浄
の
行
為
を
し
九
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
な
い
（
第
一
）、
破
戒
の
身
で
は
布
施
を
受
け
な
い
（
第
二
〜
第
七
）、
破
戒
の
心
で
は
色
声
香
味
触
の
五
塵
を
と
ら
な
い
（
第
八
〜
第
十
二
）、
一
切
衆
生
の
成
仏
を
願
う
（
第
十
三
）
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
戒
し
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
誓
願
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
第
八
四
問
答
は
、
こ
の
第
二
か
ら
第
七
の
破
戒
の
身
で
布
施
を
受
け
な
い
と
い
う
誓
願
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
、
信
施
を
受
く
る
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
勤
し
て
喰
う
僧
は
苦
し
か
ら
ず
。
せ
ね
ば
深
し33
）
。
ま
た
、
次
の
第
八
七
問
答
も
、
信
施
と
し
て
奉
じ
ら
れ
た
物
を
食
べ
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
意
味
で
、
第
三
十
六
軽
戒
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
僧
の
物
喰
」
う
者
が
受
戒
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
そ
の
応
答
も
第
八
四
問
答
と
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
つ
、
大
仏
、
天
王
寺
な
ん
ど
の
辺
に
居
て
僧
の
物
喰
い
て
後
世
取
ら
ん
と
し
そ
う
ろ
う
人
は
罪
か
。
答
う
、
念
仏
だ
に
申
さ
ば
苦
し
か
ら
ず34
）
。
第
四
十
三
軽
戒
「
無
慚
受
施
戒
」
若
佛
子
。
信
心
出
家
受
佛
正
戒
。
故
起
心
毀
犯
聖
戒
者
。
不
得
受
一
切
檀
越
供
養
。
亦
不
得
國
王
地
上
行
。
不
得
國
王
水
。
五
千
大
鬼
常
遮
其
前
。
鬼
言
大
賊
。
若
入
房
城
邑
宅
中
。
鬼
復
常
掃
其
脚
跡
。
一
切
世
人
罵
言
佛
法
中
賊
。
一
切
衆
生
眼
不
欲
見
。
犯
戒
之
人
畜
生
無
異
木
頭
無
異
。
若
毀
正
戒
者
。
犯
垢
罪
35
）
第
四
十
三
軽
戒
は
、
出
家
受
戒
し
な
が
ら
故
意
に
破
戒
し
た
者
が
布
施
を
受
け
る
こ
と
を
戒
め
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
冒
頭
で
も
触
一
〇
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
れ
た
が
、
第
五
三
問
答
は
、
持
戒
の
生
活
を
捨
て
還
俗
し
た
も
の
に
対
し
て
「
一
切
衆
生
、
眼
に
見
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
ら
ん
」
と
す
る
文
言
の
解
釈
を
問
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
、
還
俗
の
者
に
目
を
見
合
わ
せ
ず
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
ま
こ
と
に
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
さ
ま
で
説
か
ず
。
僻
事36
）
。
ま
た
、
こ
の
戒
で
は
、「
こ
と
さ
ら
に
心
を
起
し
て
聖
戒
を
毀
犯
」
す
る
者
を
戒
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
を
問
う
も
の
と
し
て
次
の
第
五
四
問
答
を
指
摘
で
き
る
。
一
つ
、
還
俗
を
心
な
ら
ず
し
て
そ
う
ら
わ
ん
は
い
か
に
。
答
う
、
浅
く
や37
）
。
第
四
十
四
軽
戒
「
不
供
養
経
典
戒
」
若
佛
子
。
常
應
一
心
受
持
讀
誦
大
乘
經
律
。
剥
皮
爲
紙
刺
血
爲
墨
。
以
爲
水
析
骨
爲
筆
書
寫
佛
戒
。
木
皮
穀
紙
絹
素
竹
帛
亦
應
悉
書
持
。
常
以
七
寶
無
價
香
花
一
切
寶
。
爲
箱
囊
盛
經
律
若
不
如
法
供
養
者
。
犯
垢
罪
38
）
第
四
十
四
軽
戒
は
、
経
典
を
如
法
に
供
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、「
如
法
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
は
経
典
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
尋
ね
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
第
八
問
答
一
一
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
一
つ
、
経
の
陀
羅
尼
は
灌
頂
の
僧
に
受
け
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、『
法
華
経
』
の
は
苦
し
か
ら
ず
。
灌
頂
の
僧
の
受
け
さ
す
る
陀
羅
尼
は
別
の
事
。
そ
れ
は
思
召
し
よ
る
な39
）
。
第
二
一
問
答
一
つ
、
仏
の
名
を
も
書
き
貴
き
事
を
も
書
き
て
そ
う
ろ
う
を
徒
に
せ
じ
と
て
焼
き
そ
う
ろ
う
は
罪
の
得
る
に
、
誦
文
を
し
て
焼
く
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
い
か
が
そ
う
ろ
う
べ
き
。
答
う
、
さ
る
反
故
焼
き
そ
う
ら
わ
ん
に
何
条
の
誦
文
か
そ
う
ろ
う
べ
き
。
大
方
は
法
文
を
ば
敬
う
事
に
て
そ
う
ら
え
ば
、
も
し
焼
か
ん
な
ん
ど
せ
ら
れ
そ
う
ら
わ
ば
浄
き
と
こ
ろ
に
て
焼
か
せ
た
ま
う
べ
し40
）
。
第
三
一
問
答
一
つ
、
巻
経
を
草
子
に
畳
む
事
は
罪
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
い
か
が
そ
う
ろ
う
べ
き
。
答
う
、
罪
得
ぬ
事
に
て
そ
う
ろ
う41
）
。
第
三
二
問
答
一
つ
、
仏
に
具
す
る
経
を
取
放
ち
て
人
に
も
給
ぶ
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
弘
む
る
は
功
徳
に
て
そ
う
ろ
う42
）
。
第
三
三
問
答
一
つ
、
一
部
と
あ
る
経
一
巻
づ
つ
取
放
ち
て
読
ま
ん
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
罪
に
て
も
そ
う
ら
わ
ず43
）
。
第
四
三
問
答
一
つ
、
経
を
し
て
供
養
せ
ず
と
も
苦
し
か
ら
ず
そ
う
ろ
う
か
。
一
二
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
答
う
、
た
だ
読
む44
）
。
第
四
四
問
答
一
つ
、
経
千
部
読
み
て
は
供
養
し
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、
さ
も
そ
う
ろ
う
ま
じ45
）
。
第
四
七
問
答
一
つ
、
経
を
ば
僧
に
受
け
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、
我
と
読
み
つ
べ
く
ば
僧
に
受
け
ず
と
も46
）
。
第
八
一
問
答
一
つ
、
数
珠
、
掛
帯
掛
け
ず
し
て
経
を
受
け
そ
う
ろ
う
事
は
い
か
に
。
答
う
、
苦
し
か
ら
ず47
）
。
第
一
一
三
問
答
一
つ
、
魚
鳥
喰
い
て
は
沃
懸
し
て
経
は
読
み
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、
沃
懸
し
て
読
む
本
体
に
て
そ
う
ろ
う
。
せ
で
読
む
は
功
徳
と
罪
と
と
も
に
そ
う
ろ
う
。
た
だ
し
沃
懸
せ
で
も
読
ま
ぬ
よ
り
は
読
む
は
よ
く
そ
う
ろ
う48
）
。
第
一
一
四
問
答
一
つ
、
妻
男
一
つ
に
て
経
を
読
み
そ
う
ら
わ
ん
事
、
沃
懸
し
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、
こ
れ
も
同
じ
事
。
本
体
は
沃
懸
し
て
読
む
べ
く
そ
う
ろ
う
。
念
仏
は
せ
で
も
苦
し
か
ら
ず
。
経
は
沃
懸
し
て
読
み
そ
う
ろ
う
べ
し
。
毎
日
に
読
み
そ
う
ろ
う
と
も49
）
。
一
三
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
授
戒
作
法
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
、『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
十
重
四
十
八
軽
戒
の
各
条
文
に
照
ら
し
な
が
ら
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
収
録
さ
れ
る
問
答
の
中
に
は
、
戒
の
内
容
で
は
な
く
、
授
戒
作
法
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
問
答
も
指
摘
で
き
る
。
次
の
第
二
二
問
答
は
授
戒
時
の
「
和
尚
」「
阿
梨
」
の
意
味
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
一
つ
、
戒
受
け
そ
う
ろ
う
時
、
和
尚
と
な
り
た
ま
え
、
阿
梨
と
な
り
た
ま
え50
）
、
と
申
す
事
の
そ
う
ろ
う
、
心
得
そ
う
ら
わ
ず
。
何
と
い
う
事
に
て
そ
う
ろ
う
ぞ
。
答
う
、
和
尚
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
戒
受
く
る
時
に
法
門
習
い
た
る
師
を
申
し
そ
う
ろ
う
な
り
。
阿
梨
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
正
し
く
戒
を
授
く
る
師
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。
こ
れ
を
ば
磨
阿
梨
と
申
し
そ
う
ろ
う
な
り51
）
。
第
二
八
問
答
は
、
授
戒
儀
式
に
お
い
て
「
た
も
つ
」
と
応
え
る
こ
と
へ
の
不
安
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
円
頓
戒
は
そ
の
性
格
と
し
て
「
一
得
永
不
失
」
が
い
わ
れ
る
が
、
法
然
の
応
答
も
こ
れ
に
則
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
つ
、
女
房
の
聴
聞
し
そ
う
ろ
う
に
戒
を
持
た
せ
そ
う
ろ
う
を
、
破
り
そ
う
ら
わ
ん
ず
れ
ば
と
て
、
持
つ
と
も
申
し
そ
う
ら
わ
ぬ
は
い
か
が
そ
う
ろ
う
べ
き
。
た
だ
聴
聞
の
庭
に
て
は
一
時
も
持
つ
と
申
し
そ
う
ろ
う
が
め
で
た
き
事
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
ま
こ
と
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
こ
れ
は
苦
し
く
そ
う
ら
わ
ず
。
た
と
い
後
に
破
れ
ど
も
、
そ
の
時
持
た
ん
と
思
う
心
に
て
持
つ
と
申
す
は
善
き
事
に
て
そ
う
ろ
う52
）
。
第
四
五
問
答
は
、
授
戒
時
に
お
け
る
懺
悔
を
意
味
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
一
四
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
一
つ
、
懺
悔
の
事
、
幡
や
花
鬘
な
ん
ど
飾
り
そ
う
ろ
う
べ
き
か
。
答
う
、
さ
ら
で
も
。
た
だ
一
心
ぞ
大
切
に
そ
う
ろ
う53
）
。
お
わ
り
に
以
上
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
を
円
頓
戒
と
の
関
連
性
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い
く
な
ら
ば
、
百
四
十
五
箇
条
の
う
ち
三
一
の
問
答
、
す
な
わ
ち
約
二
割
の
問
答
が
戒
お
よ
び
授
戒
に
関
す
る
問
答
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
戒
に
関
わ
る
質
問
に
対
す
る
法
然
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
研
究
が
論
じ
る
通
り
、
念
仏
往
生
を
基
幹
と
し
た
上
で
の
寛
容
な
態
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い54
）
。
し
か
し
、
今
回
新
た
に
円
頓
戒
を
問
答
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
は
当
然
な
が
ら
、
質
問
者
に
は
円
頓
戒
を
受
戒
し
た
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
当
時
、
受
戒
し
た
人
々
に
と
っ
て
授
戒
儀
式
は
単
な
る
現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
呪
術
的
な
儀
式
と
い
う
の
み
で
は
な
く
、
授
戒
者
に
と
っ
て
円
頓
戒
の
条
目
は
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
生
活
を
規
定
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
人
々
の
い
わ
ゆ
る
タ
ブ
ー
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
に
円
頓
戒
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
円
頓
戒
に
関
わ
る
疑
問
を
法
然
に
問
い
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
法
然
が
質
問
者
で
あ
る
高
貴
な
女
性
た
ち
に
と
っ
て
戒
師
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
単
に
戒
師
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
み
で
は
な
く
、
当
時
の
信
仰
生
活
全
般
に
関
わ
る
相
談
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
第
九
六
問
答
は
、
一
五
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
一
つ
、
千
手
、
薬
師
は
物
忌
ま
せ
た
ま
う
と
申
す
、
い
か
に
。
答
う
、
さ
る
こ
と
な
し55
）
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
、
千
手
観
音
、
薬
師
如
来
に
関
す
る
問
答
、
仏
事
に
関
す
る
問
答
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
に
法
然
の
浄
土
教
が
拠
り
所
と
す
る
阿
弥
陀
仏
を
合
わ
せ
る
と
、
熊
野
三
山
に
お
け
る
本
地
仏
と
さ
れ
る
仏
・
菩
薩
と
な
る56
）
。
つ
ま
り
こ
れ
は
熊
野
信
仰
に
関
わ
る
質
問
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
〞
忌
み
〝
に
関
す
る
問
い
に
対
し
て
は
、
第
三
六
問
答
、
第
七
九
問
答
、
第
一
二
五
問
答57
）
に
お
け
る
法
然
の
応
答
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
一
貫
し
た
「
仏
教
に
忌
と
い
う
事
な
し
」
と
断
言
す
る
、
あ
く
ま
で
も
仏
教
の
立
場
か
ら
の
回
答
を
示
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
然
は
仏
教
や
神
信
仰
な
ど
が
混
然
と
し
た
当
時
の
禁
忌
に
対
し
て
、
確
固
た
る
仏
教
、
就
中
浄
土
教
の
立
場
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
は
、
当
時
の
一
定
の
身
分
階
層
に
お
け
る
混
然
と
し
た
信
仰
生
活
の
具
体
的
状
況
を
知
る
上
で
も
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
法
然
の
姿
勢
を
知
る
上
で
も
極
め
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
註１
）
二
〇
一
六
年
九
月
一
六
日
の
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に
お
け
る
川
内
教
彰
氏
の
発
表
「『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
「
つ
み
」
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
特
に
当
時
の
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
上
に
こ
の
問
答
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
を
作
成
す
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。
２
）
『
浄
全
』
九
巻
、
七
九
二
下
。
３
）
伊
藤
唯
真
氏
の
「
法
然
浄
土
教
と
民
族
宗
教
｜
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
を
』
中
心
と
し
て
｜
」（『
法
然
浄
土
教
の
綜
合
的
研
究
』
山
喜
房
、
一
九
八
四
年
）
は
、
こ
の
問
答
の
背
景
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
を
網
羅
し
て
は
い
な
い
。
一
六
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
４
）
『
法
伝
全
』
一
四
八
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
六
巻
、
三
五
八
。
５
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
四
中
。
以
下
、
戒
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
石
田
瑞
麿
著
『
仏
典
講
座
14
梵
網
経
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
七
一
年
）
お
よ
び
谷
玄
昭
監
修
、
勝
野
隆
広
訳
編
『
傍
訳
梵
網
経
』（
四
季
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。
６
）
『
昭
法
全
』
六
六
一
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
六
。
７
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
四
下
〜
一
〇
〇
五
上
。
８
）
『
昭
法
全
』
六
六
七
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
七
三
〜
四
七
四
。
９
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
五
上
〜
中
。
10
）
『
昭
法
全
』
六
四
九
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
一
。
11
）
梯
實
圓
氏
『
法
然
教
学
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
六
年
）
第
五
章
「
法
然
聖
人
の
神
祇
観
と
習
俗
・
俗
信
の
問
題
｜
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
は
『
末
法
灯
明
記
』
を
指
摘
し
て
い
る
。
12
）
『
昭
法
全
』
六
六
七
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
七
四
。
13
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
五
中
。
14
）
『
昭
法
全
』
六
五
六
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
〇
。
15
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
五
中
。
16
）
『
昭
法
全
』
六
五
六
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
〇
。
17
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
五
中
。
18
）
『
昭
法
全
』
六
五
〇
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
三
。
19
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
五
中
〜
下
。
一
七
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
20
）
『
昭
法
全
』
六
五
五
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
九
。
21
）
『
昭
法
全
』
六
六
〇
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
五
。
22
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
五
下
〜
一
〇
〇
六
上
。
23
）
『
昭
法
全
』
六
六
二
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
八
。
24
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
六
上
。
25
）
『
昭
法
全
』
六
五
四
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
八
。
26
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
七
中
。
27
）
『
浄
全
』
九
巻
、
八
〇
七
。
28
）
『
昭
法
全
』
六
六
二
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
八
。
29
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
七
中
。
30
）
坂
上
雅
翁
氏
は
、
こ
の
問
答
が
珍
海
の
『
菩
提
心
集
』
を
ベ
ー
ス
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。「
法
然
上
人
語
録
の
研
究
（
一
）
｜
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
十
五
号
、
一
九
八
八
年
）。
31
）
『
昭
法
全
』
六
五
六
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
〇
。
32
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
七
下
〜
一
〇
〇
八
上
。
33
）
『
昭
法
全
』
六
五
九
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
四
。
34
）
『
昭
法
全
』
六
六
〇
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
五
。
35
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
九
上
。
36
）
『
昭
法
全
』
六
五
六
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
〇
。
一
八
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
37
）
同
右
38
）
『
大
正
蔵
』
二
四
巻
、
一
〇
〇
九
上
。
39
）
『
昭
法
全
』
六
四
九
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
一
。
40
）
『
昭
法
全
』
六
五
一
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
四
。
41
）
『
昭
法
全
』
六
五
三
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
七
。
42
）
同
右
43
）
同
右
44
）
『
昭
法
全
』
六
五
四
〜
六
五
五
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
八
。
45
）
『
昭
法
全
』
六
五
五
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
九
。
46
）
同
右
47
）
『
昭
法
全
』
六
五
九
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
四
。
48
）
『
昭
法
全
』
六
六
三
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
八
。
49
）
『
昭
法
全
』
六
六
三
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
八
〜
四
六
九
。
50
）
眞
柄
和
人
氏
は
「
和
尚
と
な
り
た
ま
へ
阿
梨
と
な
り
た
ま
へ
」（
廣
川
堯
敏
教
授
古
稀
記
念
記
念
論
文
集
『
浄
土
教
と
佛
教
』
山
喜
房
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
表
現
を
菩
薩
戒
の
「
請
師
の
文
」
と
し
て
、
複
数
あ
る
『
授
菩
薩
戒
儀
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
51
）
『
昭
法
全
』
六
五
一
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
四
〜
四
五
六
。
52
）
『
昭
法
全
』
六
五
三
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
六
〜
四
五
七
。
一
九
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
円
頓
戒
に
つ
い
て
53
）
『
昭
法
全
』
六
五
五
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
九
。
54
）
伊
藤
真
徹
氏
「
平
安
時
代
の
浄
土
教
信
仰
と
法
然
上
人
｜
特
に
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
に
つ
い
て
」（
佛
教
大
学
法
然
上
人
研
究
会
編
『
法
然
上
人
研
究
』
隆
文
舘
、
一
九
七
五
年
）、
伊
藤
唯
真
氏
前
掲
論
文
、
梯
實
圓
氏
前
掲
書
な
ど
。
55
）
『
昭
法
全
』
六
六
一
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
六
。
56
）
篠
原
四
郎
『
熊
野
大
社
改
訂
新
版
』（
学
生
社
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
57
）
第
三
六
問
答
一
つ
、
七
歳
の
子
、
死
に
て
忌
な
し
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
い
か
に
。
答
う
、
仏
教
に
忌
と
い
う
事
な
し
。
世
俗
に
申
し
た
ら
ん
よ
う
に
。（『
昭
法
全
』
六
五
四
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
五
八
。）
第
七
九
問
答
一
つ
、
子
生
み
て
仏
神
へ
詣
る
事
、
百
日
憚
り
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
ま
こ
と
に
て
そ
う
ろ
う
か
。
答
う
、
そ
れ
も
仏
法
に
忌
ま
ず
。
（『
昭
法
全
』
六
五
九
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
六
三
〜
四
六
四
。）
第
一
二
五
問
答
一
つ
、
産
の
忌
幾
日
に
て
そ
う
ろ
う
ぞ
。
ま
た
忌
も
幾
日
に
て
そ
う
ろ
う
ぞ
。
答
う
、
仏
教
に
は
忌
と
い
う
事
そ
う
ら
わ
ず
。
世
間
に
は
産
は
七
日
、
ま
た
三
十
日
と
申
す
げ
に
そ
う
ろ
う
。
忌
も
五
十
日
と
申
す
。
御
心
に
そ
う
ろ
う
。
（『
昭
法
全
』
六
六
五
。『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
四
七
〇
。）
※
本
論
文
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
五
日
の
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
セ
ン
タ
ー
全
体
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方
に
は
多
く
の
ご
指
導
を
頂
い
た
。
特
に
川
内
教
彰
先
生
と
齊
藤
隆
信
先
生
に
は
具
体
的
な
指
導
を
頂
き
、
本
論
文
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。
二
〇
仏
教
学
会
紀
要
二
二
号
